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平
の
引
揚
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験
―
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鞍
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・
大
連
で
の
動
向

　
　
　

は
じ
め
に

　

日
本
の
植
民
地
に
お
け
る
文
学
者
の
活
動
や
文
学
作
品
に
つ
い
て

は
、
尾
崎
秀
樹
『
旧
植
民
地
文
学
の
研
究
』（
勁
草
書
房
、
一
九
七
一
）

を
嚆
矢
と
し
て
、
川
村
湊
の
『
異
郷
の
昭
和
文
学
』（
岩
波
新
書
、

一
九
九
〇
）
や
『
文
学
か
ら
見
る
「
満
洲
」 「
五
族
協
和
」
の
夢
と
現

実
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
）、
神
谷
忠
孝
・
木
村
一
信
編
『〈
外
地
〉

日
本
語
文
学
論
』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
七
）
な
ど
少
な
く
な
い
数

の
研
究
が
あ
る
。

　

近
年
で
は
、
朴
裕
河
が
外
地
か
ら
の
引
揚
げ
者
の
文
学
に
関
す
る
問

題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
朴
は
、
戦
後
日
本
に
お
い
て
外
地
か
ら
の
引

揚
げ
が
国
民
的
記
憶
と
し
て
共
有
さ
れ
ず
、
内
地
中
心
の
国
家
観
が
構

築
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
文
壇
に
お
い
て
も
引
揚
げ
体
験
を
持

つ
作
家
の
文
学
は
周
縁
に
追
い
や
ら
れ
て
き
た
と
指
摘
し
、「
植
民
地
・

占
領
地
体
験
と
そ
の
後
の
引
揚
げ
の
体
験
を
素
材
と
し
た
表
現
の
試

み
」

（
１
）

で
あ
る
「
引
揚
げ
文
学
」
再
検
討
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

朴
は
「
引
揚
げ
文
学
」
の
担
い
手
を
、
主
に
「
明
治
以
降
、
朝
鮮
や

中
国
な
ど
へ
渡
っ
て
い
っ
た
日
本
人
の
子
ど
も
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た

か
、
幼
少
期
に
親
と
と
も
に
渡
っ
て
い
っ
て
、
青
年
期
の
前
後
ま
で
を

そ
こ
で
過
ご
し
、
敗
戦
後
に
戻
っ
て
き
た
人
た
ち
」

（
２
）

と
し
て
い
る
。
こ

の
定
義
に
当
て
は
ま
る
作
家
と
し
て
多
く
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
五
味
川
純
平
も
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
五
味
川
の
父
親
は
日
露

戦
争
後
に
大
連
に
渡
り
、
五
味
川
は
一
九
一
六
年
に
生
ま
れ
た
。
そ
の

ま
ま
大
連
で
育
ち
、
東
京
商
科
大
学
予
科
（
現
一
橋
大
学
）
に
入
学

す
る
ま
で
内
地
に
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
敗
戦
も
満
洲
で
迎
え
、

一
九
四
七
年
に
引
揚
げ
て
い
る
。

　

五
味
川
の
名
を
世
に
知
ら
し
め
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
人
間
の
條
件
』

（
全
六
部
、
三
一
新
書
、
一
九
五
六
～
一
九
五
八
）
は
、
五
味
川
自
身

の
戦
争
体
験
を
基
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
物
語
の
主
人
公
・
梶
は
引
揚
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二
二

げ
て
い
な
い
。
ソ
連
軍
の
捕
虜
収
容
所
か
ら
脱
走
後
、
妻
・
美
千
子
の

元
に
帰
ろ
う
と
す
る
が
、
力
尽
き
て
死
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。
朴
が

指
摘
す
る
通
り
、
こ
の
作
品
が
「
あ
る
意
味
で
引
揚
げ
で
き
な
か
っ
た

軍
人
の
物
語
で
も
あ
る
」

（
３
）

こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
五
味
川
は
妻
の
元

に
帰
還
し
、
そ
の
後
引
揚
げ
た
。
引
揚
げ
前
後
の
経
験
を
基
に
し
た
長

編
も
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
五
味
川
の
引
揚
げ
体
験
に
注
目
し
た
研

究
は
皆
無
で
あ
る
。
も
し
、
五
味
川
の
文
学
を
「
引
揚
げ
文
学
」
と
し

て
再
評
価
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
前
提
と
し
て
引
揚
げ
体
験
の
詳
細

を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

本
稿
で
は
、
五
味
川
の
文
学
を
「
引
揚
げ
文
学
」
と
し
て
再
評
価
す

る
た
め
の
土
台
作
り
と
し
て
、
敗
戦
後
か
ら
引
揚
げ
る
ま
で
の
動
向
を

可
能
な
限
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
︑
五
味
川
純
平
の
体
験
と
小
説

　

三
一
書
房
か
ら
、
単
行
本
の
書
き
下
ろ
し
長
編
と
い
う
形
態
で
刊
行

さ
れ
た
『
人
間
の
條
件
』
は
、
完
結
編
の
第
六
部
刊
行
後
に
発
行
さ
れ

た
『
週
刊
朝
日
』（
一
九
五
八
・
二
・
一
六
）
の
巻
頭
特
集
「
か
く
れ
た

ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
爆
発
的
な

売
れ
行
き
を
記
録
し
た
。
こ
の
年
に
は
早
く
も
映
画
化
が
決
定
し
（
小

林
正
樹
監
督
、
松
竹
）、
翌
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
一
年
に
か
け
て

全
六
部
が
上
映
さ
れ
た
。
五
味
川
は
一
躍
時
の
人
と
な
っ
た
が
、
全
く

無
名
の
新
人
で
あ
り
な
が
ら
、
文
壇
関
係
者
か
ら
の
評
価
を
受
け
る
こ

と
な
く
世
に
出
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
そ
れ
以
降
も
文
壇
か

ら
は
疎
遠
な
ま
ま
で
あ
っ
た（

４
）。

　

す
で
に
五
味
川
の
死
（
一
九
九
五
年
）
か
ら
四
半
世
紀
が
過
ぎ
た
が
、

五
味
川
作
品
の
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。『
人
間
の
條
件
』
に
関
し
て

は
相
当
数
の
同
時
代
評
が
あ
り
、
近
年
で
も
、
成
田
龍
一
・
川
村
湊
・

五
十
嵐
惠
邦
が
再
評
価
な
ど
を
試
み
て
い
る（

５
）。し

か
し
、『
人
間
の
條
件
』

以
外
の
作
品
に
関
す
る
研
究
は
ほ
ぼ
見
当
た
ら
な
い
。〝
五
味
川
文
学

の
研
究
史
〟と
し
て
振
り
返
る
だ
け
の
蓄
積
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
『
人
間
の
條
件
』
以
外
に
五
味
川
の
代
表
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

は
、
や
は
り
映
画
化
さ
れ
た
『
戦
争
と
人
間
』（
全
一
八
巻
、
三
一

新
書
、
一
九
六
五
～
一
九
八
三
）
で
あ
る
が
、『
人
間
の
條
件
』
の
ブ

ー
ム
が
ま
だ
続
く
中
で
、
五
味
川
は
『
自
由
と
の
契
約
』（
全
六
部
、

三
一
新
書
、
一
九
五
八
～
一
九
六
〇
）
と
『
歴
史
の
実
験
』（『
中
央
公

論
』一
九
五
九
・
一
～
四
）と
い
う
二
つ
の
長
編
小
説
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
二
編
は
い
ず
れ
も
、
敗
戦
後
の
満
州
に
い
る
日
本
人
た
ち
の
姿
を

描
い
て
お
り
、
引
揚
げ
る
ま
で
の
五
味
川
自
身
の
経
験
を
基
に
し
て
い

る
。　

　

五
十
嵐
惠
邦
は
、「
五
味
川
は
ま
と
ま
っ
た
自
伝
を
残
し
て
い
な
い
。
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
み
自
ら
の
壮
絶
な
体
験
を
語
る
こ
と
が
で
き

た
と
言
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。自
伝
的
要
素
は
ほ
ぼ
す
べ
て
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
混
然
一
体
と
な
っ
て
、
彼
の
小
説
世
界
の
中
で
展
開

さ
れ
る
」

（
６
）

と
指
摘
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、『
人
間
の
條
件
』『
自
由

と
の
契
約
』『
歴
史
の
実
験
』
は
五
味
川
の
「
自
伝
的
要
素
」
を
多
分

に
含
ん
で
い
る
作
品
で
あ
り
、
五
十
嵐
の
指
摘
は
妥
当
だ
と
言
え
る
。

五
十
嵐
は
こ
れ
ら
の
長
編
三
作
と
『
戦
争
と
人
間
』
に
言
及
し
た
う
え

で
、「
ド
ラ
マ
の
舞
台
は
、
戦
場
か
ら
、
生
還
を
遂
げ
た
中
国
の
都
市
、

そ
し
て
最
後
に
日
本
へ
と
移
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
主
人

公
（
そ
し
て
著
者
）
の
立
ち
位
置
が
戦
後
日
本
に
近
づ
い
て
ゆ
く
足
取

り
で
あ
り
、
個
人
的
な
体
験
が
抽
象
的
な
歴
史
に
変
換
さ
れ
て
ゆ
く
過

程
で
も
あ
っ
た
」

（
７
）（

括
弧
内
原
文
。
以
下
同
じ
）
と
い
う
よ
う
に
、
五

味
川
が
『
人
間
の
條
件
』
と
そ
れ
以
後
の
長
編
を
通
し
て
、
自
ら
の
戦

争
体
験
・
引
揚
げ
体
験
を
「
抽
象
的
な
歴
史
」
に
昇
華
し
て
い
っ
た
と

批
判
的
に
述
べ
て
い
る
。

　

五
味
川
作
品
を
読
み
直
し
、「
個
人
的
な
体
験
」
と
の
向
き
合
い
方

や
思
想
性
を
問
う
こ
と
は
、
今
後
の
五
味
川
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
論

点
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
五
十
嵐
は
五
味
川
と
物
語
の
主
人

公
を
重
ね
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
を
あ
ま
り
に
も
性
急
に
出
し
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
は
、五
味
川
が
「
小
説
世
界
」

に
描
い
た
「
個
人
的
な
体
験
」
を
、
敗
戦
に
よ
る
満
州
国
の
崩
壊
と
い

う
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
位
置
付
け
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

二
︑﹃
五
味
川
純
平
著
作
集
﹄
月
報
の
﹁
追
憶
﹂

　

五
味
川
に
「
ま
と
ま
っ
た
自
伝
」
が
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
が
、

『
五
味
川
純
平
著
作
集
』
全
二
〇
巻
（
三
一
書
房
、
一
九
八
三
～

一
九
八
五
）
の
月
報
に
は
、
五
味
川
が
半
生
を
振
り
返
る
「
追
憶
」
が

連
載
さ
れ
て
い
た
。
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
第
一
二
巻
（
一
九
八
三
）
の

「
月
報
１
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
追
憶

（1）
」
は
、「
幼
か
っ
た
こ
ろ
、
凍
て

つ
い
た
暗
黒
の
曠
野
を
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
夜
汽
車
で
走
っ
た
記
憶
が

鮮
明
に
残
っ
て
い
る
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
り
、
自
分
が
「
満
洲

二
世
」で
あ
る
こ
と
や
父
親
の
稼
業
と
没
落
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
降
、「
追
憶
」
で
は
進
学
へ
の
迷
い
や
東
京
商
科
大
学
予
科
を

一
年
で
退
学
し
た
こ
と
、
そ
の
後
東
京
外
国
語
大
学
に
改
め
て
入
学
す

る
ま
で
の
生
活
な
ど
、
そ
れ
ま
で
語
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
時
期
の
こ
と

ま
で
丁
寧
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

　

こ
の
『
五
味
川
純
平
著
作
集
』
は
小
説
以
外
の
著
作
を
収
録
し
て
い

な
い
の
だ
が
、「
追
憶
」
は
五
味
川
の
自
伝
と
し
て
十
分
に
読
み
応
え

が
あ
る
。
実
際
、「
月
報
１
」
の
最
後
に
は
、「
各
巻
の
月
報
に
著
者
の



二
四

「
追
憶
」
を
連
載
し
ま
す
。
は
じ
め
て
語
ら
れ
る
半
生
記
と
し
て
御
愛

読
下
さ
い
」と
い
う
編
集
部
か
ら
の
付
記
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
追
憶
」

を
『
著
作
集
』
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
追
憶

（9）
」（「
月
報
９
」、『
五
味
川
著
作
集
』
第
二
〇
巻
、

一
九
八
四
）
で
は
、
五
味
川
が
東
京
商
科
大
学
予
科
退
学
か
ら
三
年
後

に
改
め
て
入
学
し
た
東
京
外
国
語
大
学
時
代
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

　

�　

そ
の
こ
ろ
か
ら
、
私
の
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
き
は
じ

め
た
。
／
無
味
乾
燥
だ
っ
た
私
の
心
象
風
景
が
、
若
い
女
性
の
し

っ
と
り
し
た
色
彩
に
染
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
数
年
後
、
私
は
そ

の
女
性
と
結
婚
し
、
二
人
の
子
供
が
生
ま
れ
、
平
和
な
生
活
が
続

く
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
そ
う
い
か
な
く
な
っ
た
の
は
、
結
果

的
に
は
私
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
弁
解
じ
み
た
こ
と
を
書

く
つ
も
り
は
な
い
が
、
そ
う
な
る
ま
で
に
な
お
数
年
が
経
ち
、
戦

争
が
あ
り
、
敗
戦
が
あ
り
、
敗
戦
後
の
外
地
で
の
混
乱
期
が
あ
っ

て
、
そ
の
時
期
を
素
通
り
は
出
来
な
い
の
で
、
こ
の
追
憶
記
が
そ

の
年
代
を
通
る
と
き
に
、
出
来
る
だ
け
虚
心
坦
懐
に
書
く
こ
と
に

す
る
。

　

こ
の
引
用
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
五
味
川
は
大
学
時
代
に
出
会

っ
た
女
性
と
「
数
年
後
」
に
結
婚
し
た
が
、
後
に
離
婚
し
て
い
る
。
五

味
川
が
脚
光
を
浴
び
た
一
九
五
八
年
の
『
週
刊
新
潮
』
八
月
一
八
日
号

の
記
事「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
隠
れ
た
条
件
―
―〝
美
千
子
〟は
別
に
い
る
」

に
は
、
こ
の
「
若
い
女
性
」
で
あ
る
「
大
田
春
子
」（
仮
名
と
記
さ
れ

て
い
る
）の
独
白
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、五
味
川
と「
大

田
春
子
」
は
一
九
四
一
年
二
月
に
日
本
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
後
、
満
洲

の
鞍
山
市
に
あ
る
株
式
会
社
昭
和
製
鋼
所
の
社
宅
で
生
活
し
て
い
た
。

応
召
し
た
五
味
川
は
敗
戦
後
、
一
九
四
五
年
一
二
月
二
日
に
「
目
を
シ

ョ
ボ
つ
か
せ
、げ
っ
そ
り
や
せ
て
」帰
っ
て
き
た
が
、翌
年
二
月
中
旬
に
、

一
人
で
両
親
の
い
る
大
連
に
向
か
っ
た（

８
）。

五
味
川
は
大
連
で
後
の
妻
と

な
る
「
や
す
恵
さ
ん
」（
正
し
く
は
「
安
枝
」（

９
））

と
出
会
っ
た
よ
う
で
、「
大

田
春
子
」
は
安
枝
が
一
九
四
八
年
に
引
揚
げ
、
す
で
に
引
揚
げ
て
い
た

五
味
川
に
会
い
に
来
た
こ
と
で
、
初
め
て
そ
の
存
在
を
知
っ
た（

（1
（

。

　

こ
の
記
事
は
、「
八
月
十
五
日
の
怪
談　

戦
争
ド
ラ
マ
は
生
き
て
い

る
」
と
い
う
特
集
の
中
の
一
本
で
あ
り
、
特
集
タ
イ
ト
ル
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
ゴ
シ
ッ
プ
的
に
書
か
れ
て
い
る
。
五
味
川
は
当
時
、
こ
の
記
事

に
対
し
て
特
に
反
応
を
示
し
て
い
な
い
が
、
先
の
「
追
憶

（9）
」
か
ら
の

引
用
部
で
「
私
の
裏
切
り
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
噂
話

で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
そ
の
時
期
」の
こ
と
を「
虚

心
坦
懐
に
書
く
こ
と
」
も
宣
言
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、こ
の
後
「
追



二
五

五
味
川
純
平
の
引
揚
げ
体
験
―
―
鞍
山
・
大
連
で
の
動
向

憶
」
の
連
載
は
、
応
召
し
て
妻
（
大
田
春
子
）
に
別
れ
を
告
げ
る
と
こ

ろ
ま
で
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
と
い
う
の
も
、「
追
憶
」
は
「
月
報
10
」

（『
著
作
集
』
第
一
巻
、
一
九
八
四
）・「
月
報
11
」（『
著
作
集
』
第
二
巻
、

一
九
八
四
）・「
月
報
12
」（『
著
作
集
』
第
三
巻
、
一
九
八
四
）
で
は
休

載
と
な
り
、
最
終
的
に
計
一
七
回
の
連
載
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
途
中
三
回
の
休
載
が
な
け
れ
ば
、「
追
憶
」の
中
で「
そ

の
時
期
」
も
回
想
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ず
、
そ
う
な
っ
て
い
た
と
す

れ
ば
、『
自
由
と
の
契
約
』『
歴
史
の
実
験
』
を
読
み
直
す
た
め
の
貴
重

な
資
料
と
も
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
今
と
な
っ
て
は
な
い
も
の
ね

だ
り
で
し
か
な
い
。

　

し
か
し
、『
著
作
集
』
の
月
報
に
は
、
敗
戦
前
後
に
五
味
川
と
接
点

が
あ
っ
た
人
物
の
文
章
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
読
む
と
、「
そ

の
時
期
」
の
五
味
川
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
︑
鞍
山
へ
の
帰
還

　

五
味
川
は
、
軍
隊
で
の
経
験
や
ソ
連
軍
と
の
戦
闘
後
の
彷
徨
に
つ
い

て
は
何
度
か
語
っ
て
い
る（

（1
（

。
先
に
紹
介
し
た『
週
刊
朝
日
』の
特
集「
か

く
れ
た
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
」
の
中
の
略
歴
に
よ
る
と
、
五
味
川
は
応
召

し
て
「
満
洲
東
北
部
の
楊や

ん
が
ん崗

の
部
隊
に
入
隊
」
し
、「
さ
ら
に
虎
林
、

緩す
い
ふ
ん芬

河か

北
方
な
ど
に
転
属
、
最
後
に
穆む

う
り
ん稜

付
近
で
陣
地
構
築
中
、
日
ソ

開
戦
と
な
り
」（
ル
ビ
原
文
）、
所
属
部
隊
は
全
滅
す
る
。
そ
の
後
、「
敦

化
付
近
で
武
装
解
除
を
受
け
、
九
月
末
、
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
。
し

か
し
、
四
十
日
後
に
計
画
的
に
こ
こ
の
作
業
場
か
ら
逃
走
、
十
二
月
初

め
に
新
京（
長
春
）へ
た
ど
り
つ
い
た
」（

（1
（

。
五
味
川
の
辿
っ
た
ル
ー
ト
は
、

同
記
事
内
の
地
図
に
も
示
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。

図１

　

記
事
の
略
歴
で
は
さ
ら
に
、
新
京
か
ら
鞍
山
に
戻
っ
た
こ
と
も
書
か

れ
て
い
る
が
、
五
味
川
本
人
が
鞍
山
帰
還
後
の
こ
と
を
振
り
返
っ
た
文

章
は
見
当
た
ら
な
い
。
図
１
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
鞍
山
は
奉
天
（
瀋
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陽
）
の
南
、
遼
東
半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
都
市
で
、
一
九
一
八
年

に
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
が
鞍
山
製
鉄
所
を
設
立
し
た
。
鞍

山
製
鉄
所
は
、
満
州
国
が
成
立
し
た
一
九
三
三
年
に
は
、
事
業
拡
大
に

よ
っ
て
株
式
会
社
昭
和
製
鋼
所
と
な
っ
た（

（1
（

。
五
味
川
は
東
京
外
国
語
大

学
卒
業
後
、
同
社
に
就
職
し
、
妻
子
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
た
。
応
召

前
に
は
、
鞍
山
か
ら
少
し
離
れ
た
鉱
山
の
労
務
管
理
に
従
事
し
て
い
る

が
、
そ
の
経
験
が
『
人
間
の
条
件
』
第
一
部
・
第
二
部
に
活
か
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
の
敗
戦
に
よ
り
、
満
州
の
各
都
市
は
ソ
連
軍
に
占
領
さ
れ
た
。

鞍
山
へ
の
進
駐
は（

（1
（

、
八
月
二
三
日
に
空
路
で
イ
ワ
ノ
フ
少
佐
が
到
着
し

た
の
が
最
初
で
、
三
一
日
に
は
カ
ズ
ロ
フ
中
尉
が
司
令
官
と
し
て
来
鞍

し
、
そ
の
後
市
内
の
製
鉄
工
場
施
設
の
解
体
・
撤
去
が
始
ま
っ
た
。
ほ

ど
な
く
、
八
路
軍
（
中
国
共
産
党
軍
）
が
進
駐
し
、
日
本
人
戦
犯
容
疑

者
の
逮
捕
ま
た
は
処
刑
を
行
っ
た
。

　

応
召
中
に
鞍
山
に
転
属
し
、敗
戦
を
迎
え
た
横
井
亀
夫
は
『
著
作
集
』

第
五
巻
（
一
九
八
四
）
の
「
月
報
14
」
に
「
敗
戦
前
後
の
鞍
山
」
と
い

う
回
想
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
八
路
軍
は
「
人
民
を
主
体

と
す
る
権
力
と
体
制
の
確
立
の
た
め
に
、
日
本
人
の
中
に
協
力
者
を
求

め
て
き
た
」
と
い
う
。
こ
の
要
請
に
応
え
、
横
井
を
含
め
た
数
人
が

「
民
主
グ
ル
ー
プ
」
を
結
成
し
、『
鞍
山
民
衆
新
報
』
と
い
う
新
聞
を
発

行
し
始
め
た
。
五
味
川
が
姿
を
現
わ
し
た
の
は
、
一
九
四
五
年
「
十
一

月
の
あ
る
晩
」
の
こ
と
で
、「
鞍
山
民
主
グ
ル
ー
プ
の
陣
容
も
活
気
づ
」

い
た
。
横
井
ら
「
民
主
グ
ル
ー
プ
六
名
は
、
鞍
山
市
市
政
府
の
外
人
課

員
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
」
が
、「
一
九
四
六
年
二
月
、
国
民
党
の

第
一
師
団
が
鞍
山
に
進
攻
し
て
く
る
情
勢
と
な
」
っ
た
。
横
井
は
、「
そ

の
直
前
の
二
月
六
日
、
五
味
川
さ
ん
は
大
連
の
両
親
を
見
舞
う
た
め
に

汽
車
で
南
下
し
、
こ
れ
が
妻
子
と
の
わ
か
れ
と
な
っ
た
」
っ
た
と
語
っ

て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、『
週
刊
新
潮
』
の
「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
隠
れ

た
条
件
」
で
「
大
田
春
子
」
が
語
っ
て
い
た
こ
と
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

ま
た
、
昭
和
製
鋼
所
時
代
の
同
僚
で
あ
る
有
井
尚
武
は
、「
月
報
17
」

（『
著
作
集
』第
八
巻
、一
九
八
四
）の「
純
平
さ
ん
と
の
四
度
の
出
会
い
」

の
中
で
、
横
井
と
同
じ
く
敗
戦
後
の
鞍
山
の
様
子
と
五
味
川
の
帰
還
に

つ
い
て
語
っ
て
い
る
。有
井
は
、昭
和
製
鋼
所
の「
社
員
会
の
機
関
紙「
鉄

魂
」
の
編
集
部
に
入
部
し
」
て
お
り
、
そ
こ
に
五
味
川
も
い
た
。
敗
戦

後
、「
鉄
魂
」
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
中
村
伊
助（

（1
（

が
「
耳
を
ふ
さ
が
れ

た
日
本
人
に
、内
地
の
情
報
を
伝
え
る
た
め
に
新
聞
を
発
行
し
よ
う
と
、

元
「
鉄
魂
」
の
編
集
部
の
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、
市
政
府
に
積
極
的
に
協

力
を
申
し
入
れ
る
こ
と
と
な
」
り
、「
文
化
連
盟
」（
八
路
軍
管
轄
の
「
市

政
府
」
の
要
望
で
の
ち
に
「
文
化
解
放
連
盟
」
と
名
称
を
変
更
）
と
い

う
組
織
名
で
、
週
刊
の
「
民
主
新
聞
」
を
発
行
し
た
。
有
井
た
ち
は
帰
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七

五
味
川
純
平
の
引
揚
げ
体
験
―
―
鞍
山
・
大
連
で
の
動
向

還
し
た
五
味
川
に
「
新
聞
の
論
説
を
引
受
け
て
貰
っ
た
」
と
い
う
。
有

井
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
六
年
三
月
に
国
民
党
軍
が
鞍
山
に
迫
る
と
、「
市

政
府
」
は
「
一
斉
に
撤
退
を
開
始
し
た
が
私
達
に
何
の
連
絡
も
な
」
く
、

「
文
化
解
放
連
盟
」
の
有
井
ら
三
人
は
「
家
族
を
残
し
て
中
共
軍
を
追

尾
し
合
流
し
た
」
が
、
五
味
川
は
「
私
達
と
行
を
共
に
し
な
か
っ
た
」。

　

先
の
横
井
の
文
章
で
は
、
新
聞
を
発
行
し
た
組
織
の
名
称
は
「
民
主

グ
ル
ー
プ
」
と
漠
然
と
し
て
い
た
が
、
有
井
は
具
体
的
な
名
称
を
書
い

て
い
る
。「
月
報
18
」（『
著
作
集
』第
九
巻
、一
九
八
四
）の
吉
田
行
雄「
菓

子
作
り
の
〝
五
味
川
〟」
に
も
、「
五
味
川
が
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
り

「
文
化
解
放
連
盟
」
が
鞍
山
に
誕
生
し
た
」
と
あ
る
。「
民
主
グ
ル
ー
プ
」

と
は
「
文
化
解
放
連
盟
」
の
こ
と
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
。
ま
た
、
吉

田
は
そ
の
後
「「
中
国
人
民
解
放
軍
」
と
共
に
農
村
や
各
地
を
歩
い
た
」

が
、「
私
た
ち
一
行
六
名
の
中
に
は
五
味
川
の
姿
は
な
か
っ
た
」
と
書

い
て
い
る
。
横
井
の
文
章
を
読
む
限
り
で
は
、「
鞍
山
市
市
政
府
の
外

人
課
員
」
と
な
っ
た
「
民
主
グ
ル
ー
プ
六
名
」
が
、
国
民
党
軍
の
進
攻

に
よ
っ
て
八
路
軍
と
行
動
を
共
に
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
横
井

陽
一
編
『
回
想
―
横
井
亀
夫
の
生
涯　

真
実
一
路
・
労
働
者
運
動
九
十

年
の
闘
い
』（
同
時
代
社
、
二
〇
〇
二
）
の
「
略
年
譜
」
に
は
、「
民
主

グ
ル
ー
プ
は
八
路
軍
と
と
も
に
農
村
部
に
撤
退
（
五
味
川
純
平
氏
と
も

別
れ
る
）（

（1
（

」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
八
路
軍
と
と
も
に
鞍
山
か
ら
撤
退

し
た
の
は
六
名
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
三
名
は
横
井
・
有
井
・

吉
田
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

鞍
山
で
は
、
多
く
の
日
本
人
技
術
者
が
留
用
（
中
国
に
い
る
日
本
人

を
帰
国
さ
せ
ず
に
徴
用
す
る
こ
と
）
さ
れ
た
が（

（1
（

、「
鞍
山
市
市
政
府
の

外
人
課
員
」
と
な
っ
た
「
文
化
解
放
連
盟
」
の
メ
ン
バ
ー
六
名
も
、
技

術
者
た
ち
と
は
状
況
は
異
な
る
と
は
い
え
、
や
は
り
留
用
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
五
味
川
や
横
井
・
有
井
・
吉
田
ら
は
、
国
共
内
戦
の

影
響
で
鞍
山
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
事
実
は
、
満
洲
国
崩
壊

後
の
中
国
東
北
部
に
残
っ
た
日
本
人
が
、
国
共
内
戦
下
で
ど
の
よ
う
に

活
動
し
て
い
た
の
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

四
︑
大
連
で
の
動
向
と
引
揚
げ

　

遼
東
半
島
の
南
端
に
位
置
す
る
大
連
は
（
前
節
の
図
１
参
照
）、
日

露
戦
争
後
の
一
九
〇
五
年
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
よ
り
、
旅
順
と
と
も

に
日
本
の
租
借
地
関
東
州
と
な
っ
た
。
の
ち
の
満
洲
国
に
は
含
ま
れ
な

い
。「
は
じ
め
に
」
の
中
で
、
五
味
川
の
父
親
が
日
露
戦
争
後
に
大
連

に
渡
航
し
た
と
書
い
た
が
、
五
味
川
の
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
陸

軍
用
達
の
商
人
と
し
て
一
時
は
事
業
を
か
な
り
拡
大
し
た
そ
う
で
あ
る

が（
（1
（

、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
境
に
没
落
し
た
よ
う
で
、
五
味
川
が
ご
く
幼
い

頃
を
除
い
て
、
家
庭
は
貧
し
か
っ
た
と
い
う（

（2
（

。
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敗
戦
後
、
満
州
国
の
各
都
市
同
様
、
大
連
に
も
ソ
連
軍
が
進
駐
し
た
。

一
九
四
五
年
一
一
月
八
日
、
ソ
連
軍
の
統
治
下
で
中
共
軍
に
よ
る
大
連

市
政
府
が
樹
立
さ
れ
、
翌
年
一
月
二
〇
日
に
は
、
新
市
政
府
の
意
向
に

沿
う
形
で
、
日
本
人
労
働
組
合
が
発
足
し
た（

（2
（

。
五
味
川
が
鞍
山
か
ら
や

っ
て
き
た
の
は
、
そ
の
翌
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
五
味
川
が
鞍
山
で

の
活
動
を
振
り
返
る
文
章
は
皆
無
だ
が
、
大
連
に
い
た
当
時
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、「
燃
え
て
い
た
日
々
―
―
亡
き
妻
へ
の
鎮
魂
歌
―
―
」（『
オ

ー
ル
読
物
』
一
九
八
三
・
一
）
の
中
で
振
り
返
っ
て
い
る
。
五
味
川
は
、

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

�　

日
本
の
敗
戦
か
ら
間
も
な
く
、
中
国
本
土
か
ら
旧
満
洲
へ
か
け

て
、中
国
軍
の
内
戦
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
蒋
介
石
の
中
央
軍
と
、

共
産
党
紅
軍
（
満
洲
で
は
林
彪
率
い
る
東
北
民
主
連
軍
）
と
の
内

戦
で
あ
る
。
東
北
民
主
連
軍
の
中
に
朝
鮮
人
部
隊
の
独
立
第
四
師

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
経
済
工
作
部
隊
の
一
部
が
大
連
に
出

て
来
て
い
た
。
／
簡
単
に
書
け
ば
、
私
は
そ
こ
に
入
っ
て
、
朝
鮮

人
民
主
連
合
会
と
日
本
人
勤
労
者
組
合
と
の
接
点
と
な
っ
て
、
共

に
窮
迫
し
て
い
る
二
つ
の
団
体
が
協
同
で
き
る
点
は
協
同
し
て
些

か
で
も
利
益
を
も
た
ら
そ
う
と
、
甘
い
考
え
で
、
だ
が
真
剣
に
な

っ
て
い
た（

（2
（

。 

　

国
共
内
戦
期
の
中
国
東
北
部
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
状
況
に
つ
い
て
論

じ
た
李
海
燕
の
論
考
を
参
照
す
る
と
、「
朝
鮮
人
部
隊
の
独
立
第
四
師
」

と
は
朝
鮮
義
勇
軍
第
一
支
隊
の
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
義
勇
軍
自
体
が
、

中
国
共
産
党
の
下
で
結
成
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
部
隊
で
あ
っ
た
。
第
一
支

隊
は
一
九
四
六
年
二
月
の
東
北
民
主
連
軍
編
入
時
に
「
李
紅
光
支
隊
」

と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
、「
一
九
四
六
年
一
二
月
に
東
北
民
主
連
軍
独

立
第
四
師
に
改
称
さ
れ
」
て
い
る（

（2
（

。
大
連
に
一
人
で
来
た
五
味
川
が
、

ど
の
よ
う
に
し
て
「
独
立
第
四
師
」
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
。

　

五
味
川
は
、
こ
の
「
朝
鮮
人
部
隊
の
独
立
第
四
師
」
で
実
際
に
携
わ

っ
た
仕
事
の
中
身
に
つ
い
て
も
振
り
返
っ
て
い
る
。「
大
連
在
住
の
日

本
人
か
ら
不
用
の
ネ
ク
タ
イ
を
組
合
の
組
織
力
で
集
め
て
も
ら
っ
て
、

朝
鮮
人
の
商
人
二
人
が
南
朝
鮮
に
運
び
、
利
益
を
持
っ
て
帰
っ
て
、
そ

の
商
人
と
、
朝
鮮
人
民
主
連
合
会
と
、
日
本
人
勤
労
者
組
合
と
で
分
配

す
る
計
画
を
立
て
」、そ
の
後
、計
画
通
り
「
日
本
人
組
合
の
組
織
力
で
、

何
千
本
だ
っ
た
か
、
一
万
本
近
い
ネ
ク
タ
イ
が
集
っ
た
」
が
、
ネ
ク
タ

イ
を
送
っ
て
も
朝
鮮
側
が
代
金
を
支
払
お
う
と
し
な
か
っ
た（

（2
（

。
五
味
川

は
話
し
合
い
の
場
で
相
手
を
直
接
批
判
し
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
「
連

合
会
の
あ
り
金
全
部
と
、
ト
ラ
ッ
ク
一
台
に
山
盛
り
の
塩
鯖
を
、
日
本

人
組
合
に
運
び
込
む
こ
と
で
円
満
な
終
り
を
告
げ
た
」（

（2
（

と
い
う
。



二
九

五
味
川
純
平
の
引
揚
げ
体
験
―
―
鞍
山
・
大
連
で
の
動
向

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
登
場
す
る
、「
不
用
の
ネ
ク
タ
イ
」
を
集
め
た

「
大
連
在
住
の
日
本
人
」
は
、『
著
作
集
』
の
「
月
報
12
」（『
著
作
集
』

第
三
巻
、
一
九
八
四
）
に
「
栗
田
茂
君
の
こ
と
」
と
い
う
文
章
を
寄
せ

て
い
る
高
橋
庄
五
郎
で
あ
る
。「
栗
田
茂
」
は
五
味
川
の
本
名
で
あ
る
。

高
橋
は
、
五
味
川
が
東
京
外
国
語
大
学
在
学
時
に
知
り
合
っ
て
い
る

が
、
そ
の
後
接
点
は
な
く
、
敗
戦
時
は
沖
電
気
の
大
連
工
場
で
働
い
て

い
た（

（2
（

。
一
九
四
六
年
一
月
に
前
述
の
日
本
人
労
働
組
合
発
足
後
、
四
月

一
日
に
は
「
労
組
の
傘
下
団
体
と
し
て
、
主
に
〝
引
揚
げ
〟
ま
で
の
食

糧
確
保
を
目
的
に
、
約
四
万
世
帯
（
十
七
万
人
弱
）
を
組
織
し
た
「
大

連
日
本
人
勤
労
者
消
費
組
合
」
が
結
成
さ
れ
」、
高
橋
も
発
足
に
関
わ

っ
た（

（2
（

。
高
橋
が
五
味
川
と
再
会
し
た
の
は
、
消
費
組
合
の
活
動
に
従
事

し
て
い
る
時
で
、
五
味
川
は
「
商
売
を
持
ち
込
ん
で
き
た
」。

　
　

�　

私
が
一
番
困
っ
た
の
は
朝
鮮
の
塩
鯖
と
ネ
ク
タ
イ
の
交
換
だ
っ

た
。
ネ
ク
タ
イ
一
本
に
塩
鯖
一
本
の
交
換
と
言
う
こ
と
で
日
本
人

の
ネ
ク
タ
イ
を
渡
し
た
の
だ
が
、
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
塩
鯖
は
入
っ

て
こ
な
い
。
ネ
ク
タ
イ
を
五
本
、
十
本
と
出
し
た
人
た
ち
か
ら
ヤ

イ
ノ
、
ヤ
イ
ノ
の
催
促
で
あ
る
。
私
は
腹
を
立
て
て
朝
鮮
人
商
人

と
会
っ
た
。結
局
は
ト
ラ
ッ
ク
一
杯
の
塩
鯖
を
受
取
っ
た
だ
け
で
、

あ
と
は
ネ
ク
タ
イ
一
本
を
三
十
円
か
五
十
円
に
し
て
朝
鮮
人
商
人

が
現
金
で
支
払
っ
た
。
日
本
人
の
ほ
し
か
っ
た
の
は
塩
鯖
で
あ
っ

た
か
ら
、
栗
田
君
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
実
現
し
な
か
っ
た
わ
け
で
あ

る（
（2
（

。

　

先
の
引
用
の
中
で
、
五
味
川
は
「
日
本
人
勤
労
者
組
合
」「
日
本
人

組
合
」
に
取
引
を
持
ち
か
け
た
と
書
い
て
い
た
。
日
本
人
労
働
者
組
合

と
も
日
本
人
勤
労
者
消
費
組
合
と
も
取
れ
る
書
き
方
で
あ
る
が
、
高
橋

が
実
際
に
取
引
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
組
合
」
が
後
者

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

五
味
川
は
、
こ
の
取
引
が
「
円
満
な
終
り
を
告
げ
た
」
と
振
り
返
っ

て
い
た
が
、
日
本
人
の
食
糧
確
保
の
た
め
に
ネ
ク
タ
イ
を
回
収
・
提
供

し
た
高
橋
に
と
っ
て
は
満
足
す
る
結
果
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
五
味
川

に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
自
分
が
仲
介
し
た
取
引
を
成
功
さ
せ
る

こ
と
そ
れ
自
体
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
勝

利
者
た
ち
の
中
で
背
骨
を
伸
し
て
い
る
た
め
に
は
、
自
分
が
関
係
し
て

い
る
異
国
の
団
体
な
り
、
組
織
な
り
か
ら
、
一
文
も
報
酬
を
貰
わ
ず

に
、
そ
の
中
で
有
効
な
働
き
を
す
る
こ
と
が
、
一
番
簡
単
な
方
法
で
あ

っ
た
」（

（2
（

と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
で
き
る
。
取
引
の
仲
介
は
、
敗

戦
国
民
と
し
て
卑
屈
に
な
ら
ず
に
生
き
る
た
め
の
方
法
だ
っ
た
の
で
あ

る
。



三
〇

　
「
燃
え
て
い
た
日
々
」
の
冒
頭
近
く
で
、
五
味
川
は
「
私
は
昭
和

二
十
二
年
晩
秋
に
、
小
さ
な
漁
船
で
非
合
法
に
帰
国
し
た
」（

（3
（

と
書
い
て

い
る
。
先
述
の
消
費
組
合
と
の
取
引
の
後
、
五
味
川
の
も
と
に
「
日

本
内
地
と
大
連
と
の
間
に
密
航
ル
ー
ト
を
拓
け
、
と
い
う
話
が
舞
い
込

み
」、
危
険
を
承
知
で
「
私
が
船
で
荷
を
運
ん
で
、
内
地
に
拠
点
を
作

り
、
ま
た
船
に
荷
を
積
ん
で
帰
っ
て
来
る
」
こ
と
を
試
み
る
の
で
あ

る（
（3
（

。
す
で
に
中
国
を
始
め
と
し
て
外
地
か
ら
の
引
揚
げ
は
行
わ
れ
て
い

た
が
、
自
ら
も
上
海
か
ら
引
揚
げ
て
き
た
川
島
福
太
郎
は
、「
日
本
へ

引
揚
げ
後
、
再
び
大
連
附
近
へ
日
本
の
雑
貨
を
密
輸
し
て
儲
け
、
帰
り

の
荷
物
に
軍
の
貯
蔵
し
た
皮
革
類
を
入
れ
て
日
本
へ
密
輸
し
た
も
の
も

あ
る
に
は
あ
つ
た
」
と
い
う
、
五
味
川
の
密
航
と
類
似
す
る
例
を
挙
げ

て
い
る（

（3
（

。

　

五
味
川
が
他
の
船
員
一
〇
名
と
乗
っ
た
船
は
、「
五
島
列
島
の
南
端

部
に
近
い
湾
内
に
辿
り
つ
い
て
、エ
ン
ジ
ン
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
」

い（
（3
（

、
警
察
に
捕
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
大
連
に
戻
る
つ
も
り
で
い
た
五

味
川
は
、
不
本
意
な
形
で
引
揚
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
節
で
、
鞍
山

の
「
文
化
解
放
連
盟
」
に
加
わ
っ
て
い
た
有
井
尚
武
の
文
章
を
確
認
し

た
が
、
有
井
は
戦
後
の
「
博
多
の
街
」
で
五
味
川
と
再
会
し
て
い
る
。

五
味
川
は
有
井
を
呼
び
止
め
、「
大
連
か
ら
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
の
小
船
で

物
資
を
積
ん
で
密
航
し
て
き
た
」
が
、「
税
関
と
米
軍
に
つ
か
ま
り
、

物
資
を
押
収
さ
れ
た
」
と
話
し
た
そ
う
で
あ
る（

（3
（

。
五
味
川
も
「
燃
え
て

い
た
日
々
」
の
中
で
、「
積
ん
で
き
来
た
荷
物
は
佐
世
保
の
税
関
に
没

取
さ
れ
」、
そ
れ
を
買
い
戻
す
た
め
に
「
博
多
の
繊
維
業
者
を
口
説
き

ま
わ
っ
て
、
よ
う
や
く
必
要
額
を
満
し
た
」
と
語
っ
て
い
る（

（3
（

。
五
味
川

が
、
博
多
で
物
資
の
買
い
戻
し
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

五
味
川
純
平
と
い
え
ば
、こ
れ
ま
で
注
目
が
集
ま
っ
て
き
た
の
は『
人

間
の
條
件
』
と
そ
こ
に
描
か
れ
た
戦
争
体
験
で
あ
り
、敗
戦
後
の
鞍
山
・

大
連
で
の
動
向
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
五
味
川
と
そ
の

関
係
者
の
回
想
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

五
味
川
の
引
揚
げ
ま
で
の
経
緯
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で

の
作
業
を
基
礎
と
し
て
、
今
後
、
五
味
川
文
学
の
再
評
価
を
試
み
る
つ

も
り
で
あ
る
。

　

自
ら
の
戦
争
体
験
を
基
に
『
人
間
の
條
件
』
を
書
い
た
五
味
川
は
、

そ
の
後
す
ぐ
に
鞍
山
・
大
連
で
過
ご
し
た
敗
戦
後
の
二
年
間
と
向
き
合

い
、『
自
由
と
の
契
約
』『
歴
史
の
実
験
』
を
書
い
た
。『
自
由
と
の
契

約
』に
は
大
連
で
の
密
航
と
引
揚
げ
が
描
か
れ
て
お
り
、『
歴
史
の
実
験
』

に
は
鞍
山
の
「
文
化
解
放
連
盟
」
で
の
活
動
と
国
民
党
軍
侵
攻
に
よ
る



三
一

五
味
川
純
平
の
引
揚
げ
体
験
―
―
鞍
山
・
大
連
で
の
動
向

退
避
が
描
か
れ
て
い
る
。
戦
後
文
学
に
お
い
て
、
日
本
人
の
留
用
を
描

い
た
作
品
と
し
て
は
、
上
海
で
敗
戦
を
迎
え
、
国
民
党
の
組
織
で
働
い

た
経
験
を
描
い
た
堀
田
善
衛
「
歯
車
」（『
文
学
51
』
一
九
五
一
・
五
）

な
ど
が
あ
る
が（

（3
（

、『
自
由
と
の
契
約
』『
歴
史
の
実
験
』
は
、
中
国
東
北

部
で
の
留
用
を
描
い
た
稀
少
な
文
学
作
品
と
し
て
も
読
み
直
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
五
味
川
が
密
航
に
失
敗
し
て
捕
ま
っ
た
後
の
回
想
か
ら
は
、

戦
後
日
本
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
問
題
系
と
の
接
点
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。
当
時
、
引
揚
げ
船
が
出
入
港
す
る
各
都
市
に
引
揚
援
護
局

が
開
設
さ
れ
、
引
揚
げ
者
は
収
容
施
設
に
入
っ
て
い
た
。
五
味
川
も
収

容
施
設
に
入
っ
て
い
た
よ
う
で
、「
大
村
収
容
所
は
、
窓
硝
子
が
な
く
、

有
刺
鉄
線
を
張
っ
て
あ
る
だ
け
で
、近
隣
諸
国
（
台
湾
、朝
鮮
）
の
人
々

を
主
に
収
容
し
て
い
た
」（

（3
（

と
振
り
返
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
村
収
容

所
は
佐
世
保
引
揚
援
護
局
の
収
容
施
設
を
改
良
し
て
一
九
五
〇
年
に
開

設
さ
れ
た
収
容
所
な
の
で
、
五
味
川
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。
佐
世
保

引
揚
援
護
局
の
局
史
に
は
、一
九
四
七
年
六
月
か
ら
収
容
施
設
の「
十
二

号
宿
舎
」
は
「
密
航
朝
鮮
人
収
容
所
と
な
る
」（

（3
（

と
記
載
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
五
味
川
は
こ
の
宿
舎
に
収
容
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

大
村
収
容
所
は
日
本
に
密
航
し
強
制
送
還
さ
れ
る
朝
鮮
人
の
収
容
所

と
し
て
誕
生
し
た
が
、
一
九
四
七
年
に
佐
世
保
引
揚
援
護
局
の
「
十
二

号
宿
舎
」
が
「
密
航
朝
鮮
人
収
容
所
」
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も（

（3
（

、
密
航

者
が
正
規
の
引
揚
げ
者
と
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
、
密
航
取
り
締
ま
り
の
厳
格
さ
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な

い
。
福
本
拓
は
、
一
九
四
七
年
五
月
に
公
布
さ
れ
た
外
国
人
登
録
令
が

「「
密
航
」
取
締
の
延
長
線
上
で
、
在
日
朝
鮮
人
を
確
実
に
管
理
で
き
る

者
と
そ
れ
以
外
と
に
二
分
」
す
る
機
能
を
持
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
植

民
地
主
義
の
継
続
性
、
す
な
わ
ち
包
摂
し
つ
つ
差
異
を
創
出
す
る
（
さ

ら
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
従
属
を
強
い
る
）
と
い
う
特
性
の
残
存
を
看

取
で
き
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。
五
味
川
は
密
航
し
た
こ
と
に
よ
り
、

期
せ
ず
し
て
こ
う
し
た
問
題
系
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
施
設
に
入
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　

注

（
１
）�「
お
き
ざ
り
に
さ
れ
た
植
民
地
・
帝
国
後
体
験
」（
朴
裕
河
『
引

揚
げ
文
学
論
序
説
―
新
た
な
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
へ
』
人
文
書

院
、
二
〇
一
六
、
所
収
）
二
八
頁
。

（
２
） 
朴
、
注
（
１
）
前
掲
論
、
二
八
頁
。

（
３
） �

朴
裕
河
「「
引
揚
げ
文
学
」
を
考
え
る
」（『
日
本
近
代
文
学
』

第
八
七
号
、
二
〇
一
二
・
一
一
）、
注
（
１
）
前
掲
書
、
一
五
頁
。



三
二

（
４
） �

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
五
味
川
純
平
『
人
間
の
條
件
』

に
関
す
る
序
論
的
考
察
」（『
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第

五
二
号
、
二
〇
二
〇
・
三
）
で
論
じ
て
い
る
。

（
５
） �

成
田
龍
一
『「
戦
争
経
験
」
の
戦
後
史
―
―
語
ら
れ
た
体
験
／

証
言
／
記
憶
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
）、
川
村
湊
「『
人
間

の
條
件
』（1956-1958

）
五
味
川
純
平
（1916-1995

）　

語
り

継
が
れ
た
植
民
地
と
戦
争
の
「
記
憶
」」（『
現
代
思
想
』
第
三

三
巻
第
七
号
、
二
〇
〇
五
・
六
）、
五
十
嵐
惠
邦
「
五
味
川
純

平
と
『
人
間
の
條
件
』」（『
敗
戦
と
戦
後
の
あ
い
だ
で　

遅
れ

て
帰
り
し
者
た
ち
』（
筑
摩
選
書
、
二
〇
一
二
）。
ま
た
、
本
誌

前
号
（
第
五
三
号
）
掲
載
の
拙
稿
「
五
味
川
純
平
の
中
国
観
と

『
人
間
の
條
件
』
―
―
第
一
部
・
第
二
部
を
中
心
に
」
で
も
再

評
価
を
試
み
て
い
る
。

（
６
） 

五
十
嵐
、
注
（
５
）
前
掲
書
、
五
一
頁
。

（
７
） 

五
十
嵐
、
注
（
５
）
前
掲
書
、
八
一
頁
。

（
８
） �「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
隠
れ
た
条
件
―
―〝
美
千
子
〟は
別
に
い
る
」

（『
週
刊
新
潮
』
一
九
五
八
・
八
・
一
八
）
三
五
頁
。

（
９
） �

五
味
川
や
五
味
川
の
知
人
の
文
章
で
は「
安
枝
」と
な
っ
て
お
り
、

一
九
八
二
年
五
月
一
一
日
の
各
新
聞
の
訃
報
（
五
月
一
〇
日
死

去
）
で
も
「
安
枝
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、五
味
川
が
『
人

間
の
條
件
』
執
筆
中
の
家
計
を
支
え
た
安
枝
へ
の
感
謝
を
述
べ

た
「〝
夫
の
条
件
〟
失
格
」（『
婦
人
公
論
』
一
九
五
八
・
四
）

に
掲
載
さ
れ
た
安
枝
の
写
真
の
下
に
は
、
な
ぜ
か
「
や
す
恵
夫

人
」
と
書
か
れ
て
い
る
。「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
隠
れ
た
条
件
―

―
〝
美
千
子
〟
は
別
に
い
る
」
は
こ
の
記
事
に
言
及
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
や
す
恵
」
と
い
う
表
記
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
10
） �

澤
地
久
枝
「
師　

五
味
川
純
平
」（『
別
冊
文
芸
春
秋
』
一
九
九

五
・
七
）
に
よ
る
と
、
五
味
川
の
最
初
の
妻
の
名
前
は
一
枝
で
、

安
枝
夫
人
を
亡
く
し
た
五
味
川
は
亡
く
な
る
ま
で
の
十
年
間
、

一
枝
と
そ
の
間
に
産
ま
れ
た
長
女
郁
子
ら
と
一
緒
に
暮
し
て
い

た
と
い
う
（
初
出
誌
、
三
九
二
頁
）。

（
11
） �「
月
報
９
」
の
最
後
に
は
、
編
集
部
か
ら
の
連
絡
と
し
て
「
五

味
川
先
生
の
御
都
合
に
よ
り
、次
回
と
次
々
回
の
月
報
で
は
「
追

憶
」
を
休
載
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

（
12
） �「〝
復
員
で
き
ぬ
戦
争
〟」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
七
・
八
・
二
七
、

朝
刊
、
一
八
頁
）、「
壊
滅
の
日
―
―
あ
る
敗
走
―
―
」（『
週
刊

読
売
』
一
九
六
七
・
一
一
・
二
四
）、「
関
東
軍　

栄
光
の
虚
像

と
悲
惨
の
実
像
」（『
文
芸
春
秋
』
一
九
七
一
・
四
）
な
ど
。

（
13
） �「
か
く
れ
た
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
」（『
週
刊
朝
日
』一
九
五
八
・
二
・

一
六
）
八
頁
。
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五
味
川
純
平
の
引
揚
げ
体
験
―
―
鞍
山
・
大
連
で
の
動
向

（
14
） �

満
洲
製
鉄
鉄
友
会
編
『
鉄
都
鞍
山
の
回
顧
』（
満
洲
製
鉄
鉄
友
会
、

一
九
五
七
）
参
照
。

（
15
） �
鞍
山
に
進
駐
し
た
ソ
連
軍
・
八
路
軍
の
政
策
や
そ
れ
に
よ
る
被

害
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
満
蒙
同
胞
援
護
会
編
『
満
蒙
終
戦
史
』

（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
二
）
一
七
二
～
一
七
三
頁
、
及
び

二
三
七
～
二
三
九
頁
、
参
照
。

（
16
） �

中
村
伊
助
は
漫
画
家
で
、
引
揚
げ
後
は
「
漫
画
集
団
」
同
人
と

し
て
活
動
し
た
。
五
味
川
と
は
親
し
か
っ
た
よ
う
で
、
本
稿
で

も
引
用
し
た
吉
田
行
雄
「
菓
子
作
り
の
〝
五
味
川
〟」（「
月
報
18
」、

『
五
味
川
純
平
著
作
集
』
第
八
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
四
）

に
は
、「
中
村
と
五
味
川
は
東
京
の
墓
地
に
隣
り
合
わ
せ
に
墓

を
建
て
る
ほ
ど
の
仲
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。

（
17
） �

横
井
陽
一
編
『
回
想
―
横
井
亀
夫
の
生
涯　

真
実
一
路
・
労
働

者
運
動
九
十
年
の
闘
い
』（
同
時
代
社
、
二
〇
〇
二
）
四
七
九
頁
。

（
18
） �

鞍
山
に
お
け
る
日
本
人
技
術
者
の
留
用
に
関
し
て
は
、
満
蒙
同

胞
援
護
会
、
注
（
15
）
前
掲
書
（
七
〇
六
～
七
一
二
頁
）、
松

本
俊
郎
「
鞍
山
日
本
人
鉄
鋼
技
術
者
た
ち
の
留
用
問
題
―
中
国

東
北
鉄
鋼
業
の
戦
後
復
興
―
」（『
人
文
学
報
』
第
七
九
巻
、
一

九
九
七
・
三
）
な
ど
を
参
照
。

（
19
） �

柳
沢
遊
は
、
日
露
戦
争
前
後
に
大
連
に
渡
航
し
た
日
本
人
の
間

で
は
、
軍
用
達
商
が
一
大
勢
力
と
な
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い

る
（『
日
本
人
の
植
民
地
経
験　

大
連
日
本
人
商
工
業
者
の
歴

史
』
青
木
書
店
、
一
九
九
九
）
四
七
～
五
二
頁
。

（
20
） �

五
味
川
純
平
「
追
憶
（
１
）
」（「
月
報
１
」、『
五
味
川
純
平
著

作
集
』
第
一
二
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
三
）
参
照
。

（
21
） �

満
蒙
同
胞
援
護
会
、
注
（
15
）
前
掲
書
、
三
五
七
～
三
五
九
頁
、

石
堂
清
倫
『
我
が
異
端
の
昭
和
史　

上
』（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
二
〇
〇
一
）
三
六
一
～
三
六
八
頁
。

（
22
） �

五
味
川
純
平
「
燃
え
て
い
た
日
々
―
―
亡
き
妻
へ
の
鎮
魂
歌
―

―
」（『
オ
ー
ル
読
物
』
一
九
八
三
・
一
）
五
二
頁
。

（
23
） �

李
海
燕
『
戦
後
の
「
満
州
」
と
朝
鮮
人
社
会
―
―
越
境
・
周
縁
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―
―
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
九
）

五
一
頁
。

（
24
） 

五
味
川
、
注
（
22
）
前
掲
論
、
五
四
頁
。

（
25
） 

五
味
川
、
注
（
22
）
前
掲
論
、
五
五
頁
。

（
26
） �

高
橋
庄
五
郎
「
栗
田
茂
君
の
こ
と
」（「
月
報
12
」、『
五
味
川
純

平
著
作
集
』
第
三
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
四
）

（
27
） �
森
戸
睦
子
『
大
連
〝
引
揚
げ
〟
を
見
届
け
た
男　

高
橋
庄
五
郎

の
日
中
友
好
50
余
年
』（
創
土
社
、
二
〇
〇
〇
）
四
六
頁
。

（
28
） 

高
橋
、
注
（
26
）
前
掲
論
。
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（
29
） 

五
味
川
、
注
（
22
）
前
掲
論
、
五
二
頁
。

（
30
） �

五
味
川
、
注
（
22
）
前
掲
論
、
五
一
頁
。
こ
の
後
に
密
航
当
日

を
回
想
し
、「
十
月
、
海
は
荒
れ
て
い
た
」（
五
六
頁
）
と
書
い

て
い
る
。

（
31
） 

五
味
川
、
注
（
22
）
前
掲
論
、
五
五
～
五
六
頁
。

（
32
） �

川
島
福
太
郎
『
地
獄
の
海　

密
輸
密
航
奇
譚
』（
ジ
ー
プ
社
、

一
九
五
〇
）
二
〇
三
頁
。

（
33
） 

五
味
川
、
注
（
22
）
前
掲
論
、
五
七
頁
。

（
34
） �

有
井
尚
武
「
純
平
さ
ん
と
の
四
度
の
出
会
い
」（「
月
報
17
」、『
五

味
川
純
平
著
作
集
』
第
八
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
四
）

（
35
） 

五
味
川
、
注
（
22
）
前
掲
論
、
五
七
～
五
八
頁
。

（
36
） �

陳
童
君
は
「「
留
用
」
日
本
人
の
〈
ま
な
ざ
し
〉
―
―
堀
田
善

衞
『
歯
車
』
の
生
成
と
そ
の
問
題
意
識
―
―
」（『
国
語
と
国
文

学
』
第
九
〇
巻
第
六
号
、
二
〇
一
三
・
六
、『
堀
田
善
衞
の
敗

戦
後
文
学
論
―
―
「
中
国
」
表
象
と
戦
後
日
本
―
―
』
鼎
書
房
、

二
〇
一
七
所
収
）
で
「
歯
車
」
を
取
り
上
げ
、
日
本
人
留
用
者

の
表
象
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

（
37
） 

五
味
川
、
注
（
22
）
前
掲
論
、
五
七
頁
。

（
38
） �『
佐
世
保
引
揚
援
護
局　

局
史
（
上
巻
）
』（
佐
世
保
引
揚
援
護
局
、

一
九
四
九
）
九
二
頁
。

（
39
） �

玄
武
岩
は
、
大
村
収
容
所
が
「
集
団
的
な
送
還
口
に
な
る
実
在

の
場
所
だ
け
で
は
な
」
く
、「
朝
鮮
人
の
「
在
日
」
と
「
密
航
」

を
問
わ
ず
、「
場
違
い
」
な
朝
鮮
人
を
帰
還
さ
せ
る
た
め
に
国

民
国
家
の
境
界
上
に
設
け
ら
れ
た
強
制
退
去
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
の
非
在
の
場
所
で
も
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（「
密
航
・

大
村
収
容
所
・
済
州
島　

大
阪
と
済
州
島
を
む
す
ぶ
「
密
航
」

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
七
・
六
、一
六
七
頁
）。

本
論
で
直
後
に
触
れ
た
福
本
拓
も
、
玄
論
を
参
照
し
て
い
る
。

（
40
） �

福
本
拓
「「
密
航
」
に
見
る
在
日
朝
鮮
人
の
ポ
ス
ト
植
民
地
性
」

（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
二
〇
一
一
・
九
）
五
七
頁
。

付
記　

�

引
用
に
際
し
て
は
、
一
部
を
除
い
て
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
本

稿
は
、
二
〇
二
一
年
度
稲
盛
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部

で
あ
る
。




